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◆ キーワード　泉鏡花／俗談巷説／柳田國男／折口信夫／伝承素

【
第
七
四
回
研
究
例
会
】

泉
鏡
花
と
口
承
文
芸

│
俗
談
・
巷
説
の
世
界
か
ら
の
創
造
│

伊 

藤　

高 

雄

一
、
は
じ
め
に

泉
鏡
花
の
作
品
の
謎
の
よ
う
な
魅
力
・
怪
し
さ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。

民
俗
の
旅
を
し
て
い
る
と
折
り
に
ふ
れ
鏡
花
の
紡
ぎ
出
す
文
学
世
界
と
の
奇

妙
な
暗
合
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
。
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
は
鏡
花
文
学

の
大
の
信
奉
者
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
民
俗
学
と
い
う
方
法
が
近
代
の
日
本
の

中
に
発
見
し
よ
う
と
し
た
一
つ
の
理
想
形
が
鏡
花
作
品
の
中
に
結
晶
化
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、
民
俗
の
旅
と
鏡
花
作
品
と
の
関
わ
り

か
ら
は
じ
め
、
柳
田
・
折
口
の
言
説
を
媒
介
に
、
鏡
花
の
作
品
の
内
『
革か
ば
ん鞄

の
怪
』
と
『
唄
う
た
の
た
て
や
ま
し
ん
じ
ゅ
う
い
っ
き
ょ
く

立
山
心
中
一
曲
』
を
取
り
上
げ
て
、
豊
か
な
俗
談
・

巷
説
の
世
界
に
生
き
る
こ
と
の
創
造
的
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
泉
鏡
花
と
俗
談
・
巷
説
の
世
界
と

①
鏡
花
作
品
と
の
関
わ
り
方

泉
鏡
花
の
作
品
を
読
み
始
め
て
か
れ
こ
れ
四
十
年
に
な
る
が
、
一
回
の

読
書
で
理
解
の
行
き
届
い
た
た
め
し
が
な
い
。
つ
ま
り
わ
か
り
に
く
い
の

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
終
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
鏡
花
作
品
の
厄
介
な

と
こ
ろ
で
、
二
度
三
度
と
読
ま
せ
る
謎
の
よ
う
な
魅
力
も
し
く
は
怪
し
さ

が
あ
る
。

以
前
、
鏡
花
作
品
の
舞
台
を
歩
い
て
み
よ
う
と
、
神
奈
川
県
の
逗
子
か

ら
三
浦
半
島
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
逗
子
は
『
春
昼
』『
春

昼
後
刻
』（
明
治
三
十
九
年
）
や
『
草
迷
宮
』（
明
治
四
十
一
年
）
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
だ
が
、
当
然
、
今
か
ら
百
年
以
上
前
と
は
景
観
か
ら
し
て

異
な
っ
て
い（
１
）る

。
け
れ
ど
も
、
逗
子
市
秋
谷
（
久
留
和
）
の
新
倉
正
昭
家

の
お
稲
荷
さ
ん
に
は
子
宝
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
子こ
う
み
い
し

産
石
が
祭
ら
れ
、
横
須

賀
市
芦
名
の
淡
嶋
神
社
に
は
三
月
三
日
の
祭
礼
に
底
な
し
柄
杓
が
奉
納
さ

れ
て
、
安
産
・
縁
結
び
の
信
仰
を
今
に
伝
え
て
い（
２
）る

。『
春
昼
』
の
舞
台
と

な
っ
た
岩
殿
寺
の
「
蛇じ
ゃ

や
蔵ぐ
ら

」
も
江
ノ
島
の
弁
財
天
ま
で
つ
な
が
る
と
い

う
伝
承
が
あ
っ
て
、
今
も
境
内
の
一
角
に
密
や
か
だ
が
く
っ
き
り
と
存
在

し
て
い（
３
）る

。
底
抜
け
柄
杓
の
伝
承
は
、
広
く
伝
わ
る
出
産
に
関
わ
る
民
間

信
仰
の
一
つ
だ
け
れ
ど（
４
）も
、
江
の
島
の
漁
民
に
伝
わ
る
「
モ
ウ
ネ
ン
と
柄
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杓
」
と
い
う
海
の
怪
異
譚
と
も
関
わ
る
心
意
伝
承
で
あ（
５
）り

、
鏡
花
文
学
の

舞
台
に
は
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
と
な
る
身
近
だ
が
怪
し
げ
な
伝
承
が
そ
ち
こ

ち
に
転
が
っ
て
い
る
。民
俗
学
と
鏡
花
文
学
と
は
根
柢
か
ら
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
今
を
歩
き
さ
え
す
れ
ば
、
鏡
花
文
学
と
触
れ
合
え

る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
か
つ
て
行
な
っ
た
民
俗
採
訪
で
知
っ
た
伝
承
が
、
鏡
花
作

品
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
と
記
憶
の
中
か
ら
蘇
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

〽 

向
か
い
山
で
光
る
は
何
か　

月
か
星
か　

蛍
虫　

月
で
も
な
い
が
星
で

も
な
い
よ　

し
ゅ
う
と
め
ご
ぜ
ん
の
目
が
光
る

平
成
初
年
に
報
告
し
た
静
岡
県
浜
松
市
北
区
引
佐
町
寺
野
の
ひ
よ
ん
ど

り
の
歌
で
あ（
６
）る

。
た
ま
た
ま
鏡
花
の
『
蛇
く
ひ
』
を
読
ん
で
い
た
ら
、
次

の
歌
が
末
尾
に
引
用
さ
れ
て
い
て
、
全
く
驚
か
さ
れ（
７
）た

。

〽 

屋
敷
田
畝
に
光
る
物
ア
何
ぢ
や
、
蟲
か
、
螢
か
、
螢
の
蟲
か
、
蟲
で
な

い
の
ぢ
や
、
目
の
玉
ぢ
や
。

『
蛇
く
ひ
』
の
舞
台
は
、
富
山
県
神
通
川
の
下
流
「
御
屋
敷
田
甫
」
で
あ

る
。
遠
江
と
越
中
と
場
所
こ
そ
異
な
れ
、
同
じ
発
想
の
歌
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
鏡
花
作
品
を
読
む
こ
と
が
、
さ
さ
や
か
だ
が
魅
力
あ
る

伝
承
を
呼
び
覚
ま
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
あ
る
。

②
鏡
花
の
口
承
の
世
界
へ

鏡
花
の
作
品
と
民
俗
学
と
の
深
い
暗
合
は
、
ま
ず
鏡
花
そ
の
人
が
豊
か

な
口
承
の
世
界
に
生
き
て
い
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
昭
和
二
年
八
月

『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
た
「
泉
鏡
花
座
談（

８

）会
」
に
は
講
釈
に
聞
き
惚
れ

た
幼
少
期
の
体
験
が
柳
田
國
男
、
久
保
田
万
太
郎
、
里
見
弴
、
菊
池
寛
の

前
で
実
に
熱
く
語
ら
れ
て
い
て
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

そ
こ
に
は
地
方
廻
り
の
石
川
何
斎
と
い
う
講
釈
師
が
語
っ
た
講
談
の
実

際
、
中
入
り
に
配
ら
れ
て
い
た
お
茶
と
グ
ミ
の
こ
と
や
、
後
は
明
日
と
切
っ

て
悪
天
候
の
為
つ
い
に
そ
れ
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
明
治
の
十
年
代
九

月
末
の
金
沢
の
寄
席
の
様
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
つ
い
で
話
は

東
京
に
出
て
小
柳
亭
で
聞
い
た
武
術
の
講
釈
に
移
る
が
、
二
歳
年
下
の
柳

田
の
上
か
ら
目
線
の
受
け
答
え
が
こ
れ
ま
た
面
白
い
。

ま
た
、
東
京
に
出
て
尾
崎
紅
葉
の
元
で
玄
関
番
を
し
て
い
た
時
分
、
紅

葉
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
神
楽
坂
の
鶴
扇
亭
で
聴
い
た
邑む
ら
い井

一は
じ
めの

怪
談

「
小さ
よ夜

衣ぎ
ぬ

草
紙
」。
そ
れ
を
鏡
花
自
ら
な
ぞ
る
よ
う
に
語
る
。
鏡
花
の
記
憶

力
の
良
さ
に
驚
く
ば
か
り
だ
が
、
耳
と
体
全
体
で
講
釈
の
世
界
に
浸
か
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
対
談
か
ら
は
列
席
者
の
柳
田
國
男
や
久
保
田
万
太
郎
も
ま

た
講
談
や
落
語
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
育
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
、

耳
と
体
で
吸
収
す
べ
き
俗
談
・
巷
説
の
世
界
が
彼
等
の
作
品
の
土
壌
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
豊
か
な
口
承
文
芸
の
世
界
が
彼
等
の
個

性
的
な
文
学
作
品
の
母
胎
だ
っ
た
の
で
あ
ろ（
９
）う

。

三
、
柳
田
國
男
・
折
口
信
夫
と
鏡
花
と

①
柳
田
國
男
と
鏡
花
と

日
本
民
俗
学
の
創
始
者
柳
田
國
男
は
、
鏡
花
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
見
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て
い
た
の
か
。
柳
田
が
鏡
花
に
言
及
し
た
文
章
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

（

（1

（

る
。

・「
北
國
紀
行
」（
明
治
四
十
二
年
、
定
本
三
巻
）

・ 「
己
が
命
の
早
使
ひ
」（
明
治
四
十
四
年
十
二
月
、『
新
小
説
』
第
十
六
卷

第
十
二
号
、
定
本
四
巻
）

・ 「
山
人
考
」（
大
正
六
年
、
日
本
歴
史
地
理
學
會
大
會
講
演
手
稿
、
定
本

八
巻
）

・ 「
這
箇
鏡
花
觀
」（
大
正
十
四
年
五
月
、『
新
小
説
』
第
三
十
年
第
五
号
、

定
本
二
十
三
巻
）

・ 「
岡
田
蒼
溟
著
『
動
物
界
靈
異
誌
』」（
昭
和
二
年
五
月
十
三
日
、
東
京
朝

日
新
聞
、『
退
讀
書
歷
』、
定
本
二
十
三
巻
）

・ 「
泉
鏡
花
座
談
會
」（
鏡
花
・
久
保
田
万
太
郎
・
里
見
弴
・
菊
池
寛
と
。

昭
和
二
年
八
月
、『
文
藝
春
秋
』
第
五
巻
第
八
号
、『
鏡
花
全
集
』
別
巻
）

・ 「〔
座
談
会
〕
幽
靈
と
怪
談
の
座
談
會
」（
鏡
花
・
里
見
弴
・
橋
田
邦
彦
・

小
村
雪
岱
・
長
谷
川
時
雨
・
平
岡
権
八
郎
・
小
林
一
三
と
。『
主
婦
の
友
』

昭
和
三
年
八
月
号
、『
鏡
花
全
集
』
別
巻
）

・ 「
熊
谷
彌
惣
左
衞
門
の
話
」（
昭
和
四
年
八
月
、『
變
つ
た
實
話
』、
定
本

五
巻
）

・ 「
川
童
の
渡
り
」（
昭
和
九
年
十
月
、『
野
鳥
』
第
一
卷
第
六
号
、
定
本
四

巻
）

・「
川
童
祭
懷
古
」（
昭
和
十
一
年
六
月
、
東
京
朝
日
新
聞
、
定
本
四
巻
）

・「
猫
の
島
」（
昭
和
十
四
年
十
月
、『
孤
猿
隨
筆
』、
定
本
二
十
二
巻
）

・ 「
文
藝
と
趣
好
」（
昭
和
十
五
年
四
月
、『
日
本
評
論
』
第
十
五
巻
第
四
号
、

定
本
六
巻
）

・『
故
郷
七
十
年
』（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
、
の
じ
ぎ
く
文
庫
）

柳
田
は
明
治
八
年
生
ま
れ
、
鏡
花
は
明
治
六
年
生
ま
れ
で
ほ
ぼ
同
年
代

で
あ
る
。
そ
の
出
会
い
は
年
譜
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
九
年
十
二
月
に
遡
）
11
（

り
、

鏡
花
の
死
（
昭
和
十
四
年
九
月
七
日
）
を
看
取
っ
）
12
（

た
ほ
ど
で
、
柳
田
自
身

『
故
郷
七
十
年
』
に
「
生
涯
懇
意
に
し
た
友
人
の
一
人
で
あ
つ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。

柳
田
の
鏡
花
文
学
へ
の
全
幅
の
信
頼
は
、
大
正
十
四
年
の
『
新
小
説
』

臨
時
増
刊
「
天
才
泉
鏡
花
」
に
発
表
さ
れ
た
「
這
個
鏡
花
觀
」
に
語
ら
れ

て
い
る
。

柳
田
は
、
鏡
花
文
学
の
「
時
代
を
超
脱
」
し
た
「
夢
」
の
「
自
在
」
な

「
美
し
さ
」
を
賞
揚
し
な
が
ら
「
鏡
花
が
世
の
さ
ま
〴
〵
の
香
の
中
か
ら
、

う
き
も
歎
き
も
戀
も
憎
み
も
、
必
ず
澄
み
徹
つ
て
美
し
い
も
の
ば
か
り
を
、

尋
ね
て
集
め
よ
う
と
し
た
蜜
蜂
の
如
き
執
着
」
に
つ
い
て
、
日
本
民
族
の

「
千
萬
の
心
の
底
」
の
「
大
き
な
願
望
の
、
凝
り
て
た
ま
〳
〵
此
筆
と
爲
つ

た
」
も
の
で
は
な
い
か
と
記
し
、「
實
際
鏡
花
に
導
か
れ
て
行
く
と
、
こ
ん

な
現
代
に
も
ま
だ
詩
が
あ
る
か
と
心
付
く
」
と
述
べ
る
。

大
正
十
四
年
は
柳
田
五
十
歳
、
鏡
花
五
十
二
歳
の
年
で
あ
る
。
鏡
花
は

明
治
二
十
五
年
十
九
歳
で
の
「
冠
彌
左
衞
門
」
の
デ
ビ
ュ
ー
に
始
ま
っ
て
、

こ
の
年
す
で
に
小
説
戯
曲
随
筆
の
三
方
面
に
亘
っ
て
五
百
篇
を
も
の
し
、

春
陽
堂
か
ら
『
鏡
花
全
集
』
十
五
巻
が
編
ま
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
の

随
筆
に
冠
さ
れ
た
「
這シ
ャ
コ個

」
と
は
「
一
切
の
事
物
の
根
元
」
の
意
で
あ
る
。

鏡
花
文
学
に
対
す
る
深
い
尊
敬
の
念
が
伺
え
る
。

柳
田
は
晩
年
、
周
囲
の
若
い
学
徒
に
小
説
を
読
む
こ
と
を
禁
じ
た
と
言
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わ
れ
）
13
（

る
が
、
自
身
に
と
っ
て
鏡
花
文
学
は
特
別
な
存
在
だ
っ
た
。
明
治

四
十
二
年
に
金
沢
を
旅
し
た
際
「
北
國
紀
行
」
の
六
月
六
日
（
日
）
の
日

誌
に
は
「
夜
は
按
摩
に
附
近
の
口
碑
な
ど
を
多
く
語
ら
し
む
。
鏡
花
の
小

説
の
淵
源
す
る
所
あ
る
を
解
す
」
と
記
し
て
い
る
。
柳
田
三
十
四
歳
の
こ

と
で
あ
る
。
鏡
花
文
学
の
根
柢
に
地
元
金
沢
の
民
間
伝
承
が
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
を
按
摩
の
語
り
か
ら
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鏡

花
没
後
の
昭
和
十
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
文
藝
と
趣
好
」
で
は
、「
泉
鏡
花

が
去
つ
て
し
ま
つ
て
か
ら
、
何
だ
か
も
う
我
々
に
は
國
固
有
の
な
つ
か
し

い
モ
チ
ー
フ
に
、
時
代
と
淸
新
の
姿
と
を
賦
與
す
る
こ
と
が
、
出
來
な
く

な
つ
た
や
う
な
感
じ
が
し
て
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
い

る
。
柳
田
が
目
指
す
民
俗
学
の
方
向
と
鏡
花
文
学
と
の
根
柢
で
の
共
感
が

理
解
で
き
る
。

柳
田
の
民
俗
学
も
過
去
を
再
現
し
て
事
足
れ
り
と
い
っ
た
も
の
で
な
く
、

現
代
を
生
き
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
根
柢
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
柳

田
が
、
い
た
ず
ら
な
尚
古
主
義
で
は
な
い
、
未
来
を
切
り
開
く
才
能
を
鏡

花
に
見
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

②
折
口
信
夫
と
鏡
花
と

折
口
信
夫
が
鏡
花
に
言
及
し
た
記
録
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
）
14
（

る
。

・ 「
江
戸
時
代
の
文
学
」（
信
州
で
の
講
義
、
年
月
不
明
、『
日
本
文
学
啓

蒙
』、
全
集
23
）

・ 「
山
の
こ
と
ぶ
れ
」（『
改
造
』
第
九
巻
第
一
号
、
昭
和
二
年
一
月
、
全
集

2
）

・ 「
八　

部
曲
文
学
」（『
日
本
文
學
史
ノ
ー
ト
』、
昭
和
三
年
度
慶
應
義
塾

大
学
講
義
、
ノ
ー
ト
編
第
二
巻
）

・「
鏡
花
と
の
一
夕
」（
昭
和
十
七
年
頃
草
稿
、
全
集
32
）

・ 「
講
義
ノ
ー
ト　

作
家
論
・
泉
鏡
花
」（
昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
、

慶
應
義
塾
大
学
「
作
家
論
」、
谷
口
陽
子
氏
筆
記
、『
折
口
学
と
近
代
』

Ⅳ
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
）

・ 「
平
田
国
学
の
伝
統
」（
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
平
田
篤
胤
大
人
百

年
祭
記
念
講
演
筆
記
、
全
集
20
）

・ 「
明
治
文
学
論
」（
昭
和
十
九
年
四
月
五
月
、
加
藤
守
雄
の
為
に
口
述
し

た
も
の
、
ノ
ー
ト
編
第
一
巻
）

・ 「
近
代
文
学
論
」（
昭
和
二
十
二
年
度
慶
應
義
塾
大
学
講
義
、
ノ
ー
ト
編

追
補
第
三
巻
）

・ 「『
露
芝
』
解
説
」（
久
保
田
万
太
郎
著
『
露
芝
』
解
説
、
昭
和
二
十
三
年

六
月
、
全
集
32
）

・ 「
日
本
文
学
研
究
法
序
説
」（
河
出
書
房
「
日
本
文
学
講
座
」
第
八
巻
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
、
全
集
5
）

折
口
は
明
治
二
十
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、
鏡
花
と
は
干
支
で
ほ
ぼ
一
回
り

下
で
あ
る
。
折
口
の
文
体
へ
の
鏡
花
の
影
響
は
『
死
者
の
書
』（
昭
和
十
四

年
）
な
ど
に
も
明
ら
か
で
あ
る）

15
（

が
、
慶
應
義
塾
大
学
の
講
義
で
は
「
私
は

非
常
に
鏡
花
さ
ん
の
影
響
を
う
け
て
ゐ
る
」
と
述
べ
（「
講
義
ノ
ー
ト　

作

家
論
・
泉
鏡
花
」）、「『
露
芝
』
解
説
」
に
は
、
二
十
歳
前
後
の
学
生
時
代

に
自
ら
鏡
花
文
学
に
誘
惑
さ
れ
た
浪
漫
期
の
あ
っ
た
こ
と
を
あ
か
し
て
い
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た
。
ま
た
、
同
じ
文
章
の
中
で
、
鏡
花
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
「
立
ち
栄

え
る
美
と
、
萎し
を

ら
れ
る
も
の
ゝ
美
と
を
書
い
た
。
結
局
は
等
し
く
美
の
外

に
は
、
手
を
そ
め
な
か
つ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
柳
田
の
理
解
と
重
な
る

と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

昭
和
二
年
一
月
、
改
造
に
発
表
さ
れ
た
「
山
の
こ
と
ぶ
れ
」
で
は
、
鏡

花
の
こ
と
を
「
人
生
を
黄
昏
化
す
る
が
理
想
の
鏡
花
外
史
」
と
評
し
て
い

る
。
同
じ
こ
と
は
鏡
花
を
訪
ね
た
時
の
思
い
出
を
綴
っ
た
「
鏡
花
と
の
一

夕
」
に
「
泉
さ
ん
の
持
論
の
黄
昏
時
の
感
覚
と
、
其
か
ら
妖
怪
の
怨
恨
に

よ
ら
ぬ
出
現
の
正
し
さ
」
と
記
さ
れ
る
が
、「
平
田
国
学
の
伝
統
」
で
は
、

「
人
間
の
世
界
の
外
に
、
人
間
に
極
く
近
接
し
た
と
こ
ろ
に
、
別
の
世
界
が

あ
つ
て
、
そ
こ
に
お
化
け
が
ゐ
る
の
だ
。
そ
の
お
化
け
が
人
間
と
始
終
触

れ
る
時
が
あ
る
。
そ
れ
は
た
そ
が
れ
時
で
あ
る
。
そ
の
お
化
け
の
中
に
は

人
間
に
一
向
悪
意
を
も
つ
て
ゐ
な
い
で
、
人
間
を
驚
か
す
こ
と
が
好
き
な

お
化
け
が
ゐ
る
│
│
好
き
な
と
は
書
い
て
な
い
が
、
人
間
を
驚
か
し
に
出

て
来
る
お
化
け
が
ゐ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
始
終
書
い
て
を
ら
れ
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。

鏡
花
は
、講
演
の
依
頼
に
訪
ね
て
い
っ
た
折
口
と
藤
井
春
洋
の
前
で
「
私

は
お
化
け
が
書
き
た
く
て
為
方
が
な
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
が
、
要
す
る

に
鏡
花
の
「
黄
昏
時
の
感
覚
」
と
い
う
の
は
「
人
間
世
界
の
外
に
、
人
間

に
極
く
近
接
し
た
と
こ
ろ
に
」
あ
る
「
別
な
世
界
」
と
触
れ
合
い
た
い
と

い
う
感
覚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
折
口
自
身
も
強
く
惹
か
れ
る
「
異
郷
」

へ
の
憧
憬
と
重
な
る
も
の
で
は
な
い
）
16
（

か
。「
立
ち
栄
え
る
美
と
、
萎
ら
れ
る

も
の
ゝ
美
」
と
「
黄
昏
時
の
感
覚
」
と
│
│
鏡
花
が
追
い
求
め
る
世
界
は
、

折
口
に
と
っ
て
も
終
生
変
わ
ら
ぬ
文
学
的
憧
憬
の
対
象
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。

要
す
る
に
柳
田
・
折
口
の
切
り
開
い
た
日
本
民
俗
学
と
鏡
花
世
界
と
は

密
接
な
共
感
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
民
俗
学
と

い
う
方
法
が
近
代
の
日
本
の
中
に
発
見
し
よ
う
と
し
た
一
つ
の
理
想
形
が

鏡
花
の
作
品
の
中
に
結
晶
化
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
鏡
花
文
学
の
特
性
と
伝
承
素
と

①
鏡
花
文
学
の
特
性

鏡
花
文
学
の
特
性
の
一
つ
に
内
容
の
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
。
唐
突
に

作
品
が
始
ま
る
感
も
あ
っ
て
、
読
者
側
か
ら
す
り
寄
ら
な
い
限
り
理
解
が

届
か
な
い
と
も
言
え
る
。
説
明
な
し
に
鏡
花
文
学
の
門
は
開
か
れ
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
鏡
花
自
身
の
生
き
て
い
た
俳
諧
的
世
界
と
関
わ
る
の
か
も

知
れ
な
）
17
（

い
。

同
じ
趣
好
の
繰
り
返
し
も
鏡
花
文
学
の
特
徴
で
あ
る
。
お
化
け
や
迷
信
、

俗
談
・
巷
説
が
頻
繁
に
登
場
し
、
謡
曲
や
和
歌
、
俗
曲
、
童
唄
や
諺
へ
の

執
着
が
見
て
取
れ
る
。
膝
栗
毛
物
へ
の
執
心
も
甚
し
く
、『
弥
次
行
』（
明

治
三
十
二
年
）、『
歌
行
燈
』（
明
治
四
十
三
年
）
や
『
眉
か
く
し
の
霊
』（
大

正
十
三
年
）
な
ど
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。
迷
信
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
『
立
春
』（
明
治
三
十
二
年
）
の
冒
頭
は
、「「
父
お
と
つ
さ
ん様、

母
お
つ
か
さ
ん様、

私
は
今

日
か
ら
十
八
に
な
り
ま
し
た
。」　 

思
は
ず
雪
に
手
を
着
い
た
が
―
―
と
両

親
の
無
い
人
は
私
に
語
つ
た
。
山
の
中
で
、
掌
て
の
ひ
らが

並
ん
で
雪
の
上
に
印
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さ
れ
た
。
雪
に
は
限
ら
ず
、
泥
に
で
も
、
這こ
ん
な麽

跡
が
着
く
と
、
其
手
を
魔

が
曳
い
て
導
く
、
と
聞
い
た
か
ら
、
袂
で
消
し
て
衝つ

と
立
つ
て
、
遙
に
、

真
白
な
谷
の
向
う
の
峰
の
方
を
仰
ぐ
。」（
全
集
四
巻
）
と
始
ま
る
。
日
常

に
潜
む
魔
の
さ
す
瞬
間
へ
の
注
意
が
、
作
品
の
導
入
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

た
だ
し
鏡
花
作
品
の
価
値
は
頑
な
な
尚
古
主
義
に
は
な
く
「
無
限
の
新

味
」
を
添
え
た
「
自
由
境
」
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
近
代
の
新
し
い
風
俗

の
中
に
形
を
変
え
て
現
わ
れ
続
け
る
伝
承
）
18
（

素
と
で
も
名
付
く
べ
き
も
の
が

俄
に
光
彩
を
放
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

②
『
革
鞄
の
怪
』『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
を
め
ぐ
っ
て

鏡
花
作
品
の
特
性
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
は
『
革
鞄
の
怪
』

（
大
正
三
年
）
と
『
唄
立
山
心
中
一
曲
』（
大
正
九
年
）
を
取
り
上
げ
る
。

両
作
品
の
梗
概
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
）
19
（

る
。

『
革
鞄
の
怪
』　
長
野
の
旅
館
の
古
い
離
座
敷
に
泊
っ
た
二
人
連
れ
。
床
の

間
の
革
鞄
の
中
か
ら
声
が
す
る
。
そ
れ
は
上
野
で
乗
っ
た
汽
車
で
の
出
来

事
を
契
機
に
知
り
合
っ
た
男
の
革
鞄
だ
っ
た
が
、
か
つ
て
招
魂
祭
の
見
世

物
小
屋
に
掛
か
っ
て
い
た
革
鞄
で
は
な
い
か
。
男
は
私
の
向
い
側
に
座
っ

て
い
た
の
だ
が
、
私
は
車
中
、
何
か
起
る
の
で
は
と
革
鞄
が
気
に
な
っ
て

仕
方
な
い
。
午
前
十
一
時
半
、
高
崎
か
ら
嫁
に
行
く
と
思
し
き
艶
麗
な
女

が
男
の
隣
に
腰
を
掛
け
た
。
次
の
駅
で
女
が
見
送
り
の
人
等
に
挨
拶
を
し

よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
革
鞄
の
口
に
女
の
紋
付
の
袖
が
挟
ま
り
、

鍵
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。
鍵
を
、
と
い
う
継
母
に
対
し
、
男
は
決
意
し
た

よ
う
に
、
鍵
は
棄
て
た
と
い
い
、
そ
の
場
に
立
っ
て
令
嬢
の
片
袖
を
革
鞄

の
口
に
啣
え
た
顛
末
を
語
り
、
自
分
は
逓
信
省
の
官
吏
で
妻
子
を
亡
く
し

失
意
の
ま
ま
飛
騨
の
山
中
の
郵
便
局
に
電
信
技
士
と
し
て
転
任
す
る
。
革

鞄
の
中
に
魂
も
籠
め
た
、
何
が
あ
っ
て
も
革
鞄
の
口
は
開
け
な
い
と
言
う
。

駅
に
着
く
と
女
は
自
ら
着
物
の
糸
を
裂
き
袖
を
切
り
放
つ
と
プ
ラ
ツ
ト
フ

オ
ー
ム
に
立
ち
、
汽
車
を
見
送
っ
た
。
私
は
何
故
か
落
涙
し
、
男
と
近
づ

き
に
な
っ
た
。

『
唄
立
山
心
中
一
曲
』　
山
奥
、
雪
の
中
を
真
っ
白
な
手
に
松
明
を
持
っ
た

二
人
の
女
が
登
っ
て
行
く
│
│
と
鋳
掛
屋
藤
助
は
語
る
。
十
一
月
居
待
月

の
晩
、
信
州
姨
捨
の
饂
飩
屋
の
二
階
、
聞
く
の
は
鏡
花
と
小
村
雪
岱
で
あ

る
。
松
本
か
ら
七
里
奥
へ
入
っ
た
飛
驒
の
山
中
、
狼
温
泉
で
の
事
件
の
顛

末
で
、
女
二
人
は
旅
館
に
勤
め
る
女
中
の
お
道
と
高
崎
か
ら
来
た
若
奥
様

縫
子
だ
っ
た
。
二
人
の
後
を
尾
け
て
行
く
と
仮
拵
え
の
電
信
局
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
電
信
技
手
立
野
龍
三
郎
と
高
崎
の
大
資
産
家
の
若
旦
那
村
上

八
百
次
郎
が
殺
気
立
っ
て
二
人
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
鋳
掛
屋
は
、

日
暮
れ
前
に
「
鋳
掛
…
…
錠
前
の
直
し
」
と
口
ず
さ
み
つ
つ
こ
の
電
信
局

に
や
っ
て
き
た
が
、
お
道
を
見
か
け
、
三
味
線
を
手
に
「
立
山
」
を
歌
っ

た
。
お
道
は
唄
を
聞
い
て
、
ほ
ろ
り
と
し
な
が
ら
鋳
掛
屋
に
革
鞄
の
錠
の

合
鍵
を
頼
ん
だ
の
だ
。
そ
の
革
鞄
は
私
と
雪
岱
が
三
年
前
に
汽
車
の
中
で

見
か
け
た
怪
し
い
革
鞄
だ
っ
た
（
こ
こ
で
『
革
鞄
の
怪
』
の
出
来
事
と
接

続
す
る
）。
こ
こ
は
電
信
技
師
の
赴
任
の
地
で
、
お
道
は
彼
の
世
話
を
し
て

い
た
。
か
た
や
八
百
次
郎
は
片
袖
が
革
鞄
に
挟
ま
っ
た
あ
の
日
か
ら
縫
子

に
手
も
触
れ
ず
短
銃
の
練
習
を
さ
せ
、
今
日
片
袖
を
取
り
戻
し
に
来
た
の
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で
あ
る
。
八
百
次
郎
は
革
鞄
の
前
に
龍
三
郎
を
立
た
せ
、
縫
子
に
短
銃
で

錠
前
を
射
切
ら
せ
よ
う
と
す
る
が
、
彼
女
は
龍
三
郎
と
錠
前
を
撃
た
ず
に
、

三
年
前
の
婚
礼
の
曠は
れ

衣
裳
の
ま
ま
自
ら
の
咽
喉
を
弾
丸
で
貫
き
、
二
人
の

男
に
愛
さ
れ
て
幸
せ
だ
っ
た
と
言
っ
て
死
ぬ
の
だ
っ
た
。
お
道
が
革
鞄
か

ら
出
た
片
袖
を
縫
子
の
袖
に
縫
い
付
け
、
二
人
の
男
が
地
蔵
の
前
に
縫
子

の
体
を
舁
ぎ
、
笠
を
伏
せ
、
横
た
え
る
と
、
八
百
次
郎
は
崖
の
下
へ
身
を

投
げ
、
龍
三
郎
は
お
道
を
確し
か

と
腕
に
抱
き
し
め
て
…
…
。
姨
捨
山
の
月
の

も
と
鋳
掛
屋
の
「
立
山
」
を
聴
き
な
が
ら
、
私
達
は
、
涙
を
流
し
た
。

両
作
品
は
『
明
治
大
正
文
学
全
集
』
第
十
二
巻
（
昭
和
三
年
、
春
陽
堂
）

の
作
者
自
ら
の
「
小
解
」
に
、「
霜
月
、
信
州
長
野
に
遊
び
し
時
、
横
川
に

て
此
の
構か
う

の
端
緒
を
得
た
り
。
…
…
鞄
の
怪
と
題
し
て
、「
淑
女
之
友
」
に
、

其
の
一
片
を
掲
げ
、
作
の
全
構
を
得
ざ
り
し
を
、
超
え
て
三
年
、
再
び
信

州
に
遊
び
、
姨
捨
山
の
月
を
さ
ぐ
り
て
、「
改
造
」
に
、
其
の
完
ま
っ
た
きを

得
た

る
な
り
」
と
あ
る
と
お
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
と
三
年
の
時
を
経
て
「
完

を
得
た
」
作
品
で
あ
る
。

③
近
代
の
風
俗
と
伝
承
素

作
品
中
に
描
き
出
さ
れ
た
明
治
・
大
正
時
代
の
風
俗
に
は
、
職
業
（
逓

信
省
の
官
吏
、
上
州
高
崎
の
大
資
産
家
、
小
説
家
、
画
家
、
駅
員
、
饂
飩

屋
、
鋳
掛
屋
）、
交
通
手
段
（
汽
車
・
電
車
・
俥
）、
停
車
場
（
駅
舎
、
改

札
、
待
合
所
）、
宿
泊
施
設
（
四
階
建
て
の
旅
館
、
饂
飩
屋
）、
装
備
品
（
上

靴
・
階は
し
ご子

段
・
総
硝
子
・
電
燈
・
蒲
団
・
寝
着
・
床
の
間
）、
衣
装
（
洋

服
・
花
嫁
衣
装
）、
運
搬
具
（
革
鞄
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
、
天
秤
棒
、
鋳
掛
の

荷
）、
所
持
品
（
松
明
、
一
升
壜
、
三
味
線
、
ピ
ス
ト
ル
）、
事
件
（
心
中
）

の
ほ
か
、
名
所
・
旧
跡
、
秋
の
招
魂
社
の
見
世
物
小
屋
等
様
々
描
か
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
イ
、
汽
車
・
電
車
、
ロ
、
革
鞄
、
ハ
、
片
袖
の
三
点
に

絞
っ
て
取
り
上
げ
る
。

イ
、
汽
車
・
電
車　
　

作
品
で
は
交
通
手
段
と
し
て
の
汽
車
・
電
車
が
事

件
の
現
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
現
代
で
は
何
の
変
哲
も

な
い
日
常
の
風
景
と
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、明
治
を
生
き
た
人
々
に
と
っ

て
そ
れ
が
大
き
な
驚
愕
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
の
鏡
花
や
馬
場
孤
蝶
、
田
山

花
袋
の
口
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

「
泉　

…
…
あ
の
時
分
は
、
女
房
な
ん
か
持
て
る
と
は
思
は
な
い
の
だ
か

ら
…
…
。
馬
場　

そ
れ
も
さ
う
だ
け
れ
ど
も
、
今
の
や
う
に
眼
の
先
に
女

が
ブ
ラ
下
つ
て
は
辛
抱
が
出
來
な
い
だ
ら
う
。
吾
々
の
時
分
に
そ
こ
迄
素

人
の
女
に
ブ
ツ
か
る
に
は
中
々
骨
が
折
れ
た
ん
だ
か
ら
…
…
。
田
山　

そ

れ
に
電
車
が
な
い
か
ら
…
…
。
泉　

御
婦
人
な
ど
に
は
遠
く
か
ら
で
な
け

れ
ば
…
。
田
山　

女
は
深
窓
に
隱
れ
て
居
て
、
今
日
の
や
う
に
出
て
歩
き

は
し
な
い
位
だ
つ
た
か
ら
ね
。
女
の
股
な
ど
を
見
て
大
に
…
…
。
田
山　

電
車
と
い
ふ
も
の
が
出
來
て
か
ら
、
女
と
男
と
が
近
く
な
つ
た
。
膝
を
並

べ
る
や
う
に
も
な
つ
て
…
…
。」

こ
こ
に
は
一
人
の
男
が
素
人
の
女
性
と
出
会
う
困
難
が
語
ら
れ
、「
女
と

男
と
が
近
く
な
つ
た
」
機
会
と
し
て
「
電
車
」
の
役
割
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
新
し
い
旅
の
手
立
て
と
し
て
の
汽
車
・
電
車
の
出
現
、
そ
こ
に

玄
人
で
な
い
素
人
女
性
と
の
新
た
な
出
会
い
の
場
が
生
ま
れ
た
わ
け
で

あ
）
20
（

る
。
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ロ
、
革
鞄　
『
革
鞄
の
怪
』
の
主
役
の
一
つ
は
革
鞄
で
あ
る
。
招
魂
社
の
見

世
物
小
屋
で
見
た
怪
し
い
革
鞄
が
隣
に
座
っ
た
女
の
袖
を
咥
え
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

正
面
を
逆
に
、
背
後
向
き
に
見
物
を
立
た
せ
る
寸
法
、
舞
臺
、
と
云
ふ

の
が
、
新
あ
ら
む
し
ろ筵

二
三
枚
。
前
に
靑
竹
の
埒ら
ち

を
結
廻
し
て
、
其
の
筵
の
上

に
、
大
形
の
古
革
鞄
唯
一
個
…
…
眗
み
ま
はし

て
も
視な
が

め
て
も
、
雨
上
り
の
濕

氣
た
地つ
ち

へ
、
藁
の
散
ば
つ
た
他
に
何
に
も
無
い
。
中
へ
何
を
入
れ
た
か
、

だ
ふ
り
と
し
て
、
づ
し
り
と
重
量
を
溢あ
ぶ

ま
し
て
、
筵
の
上
に
仇あ
だ

光び
か

り
の

陰
氣
な
光つ
や澤

を
持
つ
た
鼠
色
の
其
の
革
鞄
に
は
、
以
來
大
海
鼠
に
手
が

生
え
て
胸
へ
乘
か
ゝ
る
夢
を
見
て
魘う
な

さ
れ
た
。
梅
雨
期
の
所
爲
か
、
其

時
は
し
と
〳
〵
と
皮
に
潤し
め
り
け濕

を
帶
び
て
居
た
の
に
、
年
數
も
經
つ
た
り
、

今
は
皺
目
が
ゑ
み
割
れ
て
乾は
し
や燥

い
で
、
宛さ
な
が
ら然

乾
物
に
し
て
保
存
さ
れ
た

と
思
ふ
ま
で
、
色
合
、
恰
好
、
其
の
ま
ゝ
の
大
革
鞄
（
五
三
二
頁
）

『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
に
な
る
と
、
革
鞄
は
主
役
の
位
置
か
ら
後
退
す
る

が
、
そ
れ
で
も
単
な
る
運
搬
具
で
は
な
く
や
は
り
怪
し
げ
な
姿
を
晒
し
て

い
る
。

此
の
錠
前
だ
と
言
ふ
の
を
一
見
に
及
ぶ
と
、
片
隅
に
立
掛
け
た
奴
だ
が
、

大お
ほ
が
ま

蝦
蟆
の
干
物
と
も
、
河か
ば馬

の
木み
い
ら

乃
伊
と
も
譬
へ
や
う
の
ね
え
、
皺し
な

び

て
突
張
つ
て
、
兀
は
げ
ま
だ
ら斑の
、
大だ
い
こ
ぶ
つ
古
物
の
大で
つ
か
い
革か
ば
ん鞄
で
。
此こ
い
つ奴
を
、
古
新

聞
で
包
ん
で
、
薄
汚
れ
た
兵
児
帯
で
ぐ
る
〳
〵
と
巻
い
て
あ
る
ん
だ
が
、

結
び
め
は
、
は
づ
れ
て
緩
ん
で
、
新
聞
も
ば
さ
り
と
裂
け
た
。
其
処
か

ら
そ
れ
、
煤
を
噴
き
さ
う
な
面つ
ら

を
出
し
て
、
蘆
の
茎ず
ゐ

か
ら
谷
覗
く
と
、

鍵
の
穴
を
真
黒
に
窪
ま
し
て
居
る
ぢ
や
あ
ゝ
り
ま
せ
ん
か
。

…
…
一
軒
家
の
化ば
け
つ
づ
ら

葛
籠
だ
、
天て
ん
と幕

の
中
の
大
革
鞄
ぢ
や
あ
、
中
に
何
が

入
つ
て
る
か
薄
気
味
が
悪
か
つ
た
ん
で
。（
三
二
三
〜
三
二
四
頁
）

ち
な
み
に
革
鞄
は
近
代
に
生
ま
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
語
源
は
諸
説
あ
っ
て

定
ま
ら
な
）
21
（

い
。
革
鞄
以
前
の
日
本
語
と
し
て
は
文
中
に
あ
る
葛
籠
、
柳
行

李
、
胴
乱
が
あ
た
る
。
箱
と
同
様
、
中
空
の
運
搬
具
で
あ
る
が
、
山
伏
の

背
負
う
笈
や
行ほ
か
い器

の
よ
う
に
神
秘
な
霊
物
を
運
ぶ
容
器
と
し
て
恐
れ
ら
れ

も
し
た
。『
付
喪
神
絵
巻
』
や
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
に
は
藁
繩
で
十
文
字
に

括
ら
れ
た
葛
籠
か
ら
外
の
様
子
を
窺
う
妖
怪
達
が
描
か
れ
る
）
22
（

し
、
赤
本
『
舌

切
れ
雀
』
の
重
い
葛
籠
か
ら
は
化
物
が
出
る
。
恐
ら
く
鏡
花
は
、
日
本
の

伝
統
的
な
世
界
観
を
も
と
に
近
代
流
行
の
革
鞄
を
妖
か
し
と
し
て
登
場
さ

せ
た
の
だ
ろ
う
。

ハ
、
片
袖　
　

作
品
で
は
嫁
入
り
す
る
女
の
紋も
ん
つ
き着

の
片
袖
が
革
鞄
に
挟
ま

る
の
だ
が
、
鏡
花
は
女
の
「
艶あ
で
や
か麗

」
で
「
品ひ
ん

よ
く
、
高
か
う
し
や
う尚」

且
「
窈え
う
て
う窕

た

る
」
有
様
を
美
の
典
型
と
し
て
描
く
。
ま
ず
『
革
鞄
の
怪
』
で
あ
る
。

「
否
い
ゝ
え、

貴
方
。」
判は
つ
き
り然

し
た
優
し
い
含
ふ
く
み
ご
ゑ聲で

、
屹き
つ

と
留と
ゞ

め
た
女
が
、
八
ツ

口
に
手
を
掛
け
る
、
と
口
を
添
へ
て
、
袖そ
で
つ
け着

の
糸
を
き
り
き
り
と
裂
い

た
、
籠
め
た
る
心
に
搖
め
く
黑
髪
、
島
田
は
、
黄わ
う
ご
ん金

の
高
彫
し
た
、
輝

く
斧
の
如
く
に
見
え
た
。
紫
の
襲
か
さ
ねの

片
袖
、
紋
淸
ら
か
に
革
鞄
に
落
ち

て
、
膚
を
裂
い
た
か
、
女
の
片
身
に
、
颯さ
つ
と
流
る
ゝ
襦
袢
の
緋
鹿
子
。

　

ブ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
で
、
真
黑
に
、
う
よ
〳
〵
と
多
人
数
に
取
卷
か

れ
た
中
に
、
す
つ
く
と
立
つ
て
、
山
が
彩
る
、
目
瞼
の
紅
梅
。
黄き
ん金

を

溶
す
炎
の
如
き
妙
義
山
の
錦も
み
ぢ葉

に
対
し
て
、
ハ
ツ
と
燃
え
立
つ
緋
の
片

袖
。
二
の
腕
に
颯
と
翻
へ
つ
て
、
雪
な
す
小
手
を
翳
し
な
が
ら
、
黑
煙
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の
下
に
成
り
行
く
汽
車
を
遙
に
見
送
つ
た
。（
五
五
一
頁
）

『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
大
詰
に
至
る
と
、
紫
の
晴

れ
着
に
「
揚
羽
の
蝶
」
の
模
様
が
付
け
加
わ
っ
た
霊
的
な
邂
逅
と
し
て
描

か
れ
る
。

「
打
て
、
お
打
ち
な
さ
い
。」「
唯
今
。」
と
肩
を
軽
く
斜
め
に
落
す
と
、

コ
ー
ト
が
、
す
つ
と
脱
げ
た
ん
で
す
。
煽
り
も
せ
ぬ
の
に
気
が
立
つ
て
、

颯
と
火
の
上
る
松
明
よ
り
、
紅
く
れ
な
ゐに

燃
立
つ
ば
か
り
、
緋
の
紋
縮
緬
の

長
襦
袢
が
半は
ん
し
ん身

に
流
れ
ま
し
た
。
…
…
袖
を
切
つ
た
と
言
ふ
三
年
前ぜ
ん

の

婚
礼
の
日
の
曠は
れ
い
し
や
う

衣
裳
を
、
其
ま
ゝ
で
、
一
方
紫
の
袖
の
紋
の
揚
羽
の
蝶

は
、
革
鞄
に
留
ま
つ
た
友
を
慕
つ
て
、
火ひ
さ
き先

に
ひ
ら
〳
〵
と
揺
れ
ま
し

た
。（
三
四
七
頁
）

袖
が
日
本
文
化
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
）
23
（

る
。「
手
向
に
は
つ
づ
り
の
袖
も
切
る
べ
き
に
紅
葉
に
あ
け
る
神
や
返

さ
む
」
の
和
歌
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
旅
中
に
お
い
て
袖
を
手
向
け
る
習

俗
が
幽
冥
界
の
魂
の
交
流
と
関
わ
っ
て
存
在
し
た
の
は
古
典
の
常
識
で

あ
っ
）
24
（

た
。

鏡
花
研
究
の
側
か
ら
も
、
鈴
木
啓
子
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が

「
古
代
か
ら
近
代
へ
と
伝
え
ら
れ
た
〈
袖
モ
ギ
様
〉
伝
説
の
、
鏡
花
に
お
け

る
近
代
的
再
生
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
）
25
（

れ
、
さ
ら
に
宮
本
和

歌
子
氏
は
、
片
袖
伝
承
の
素
材
を
講
談
や
落
語
の
題
材
か
ら
具
体
的
に
指

摘
し
、「
大
阪
平
野
の
大
念
仏
寺
に
伝
わ
る
片
袖
に
関
す
る
伝
承
を
踏
ま
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
）
26
（

る
。

た
だ
し
、
幽
霊
の
片
袖
伝
承
は
講
談
や
落
語
も
し
く
は
一
寺
院
の
事
蹟

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
謡
曲
「
善う
と
う

知
鳥
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
さ

ら
に
奥
行
き
の
あ
る
伝
承
素
で
あ
っ
た
。
謡
曲
「
善
知
鳥
」
と
は
、
次
の

如
き
内
容
で
あ
る
。「
諸
国
一
見
の
僧
が
陸み
ち
の
く奥

外
の
浜
を
志
し
た
つ
い
で
に

立
山
禅
定
し
地
獄
の
有
様
を
見
て
里
に
下
る
と
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
外
の

浜
の
猟
師
が
現
れ
、
妻
子
に
蓑
笠
を
手
向
け
る
よ
う
に
頼
み
、
証
拠
と
し

て
木
曽
の
麻
衣
の
袖
を
切
り
授
け
る
。
僧
が
外
の
浜
に
着
き
妻
子
に
蓑
笠

を
渡
す
と
、
亡
霊
が
現
れ
、
殺
生
し
た
善
知
鳥
・
安や
す
か
た方

が
怪け
て
う鳥

に
化
し
、

地
獄
で
鉄
く
ろ
が
ねの

嘴は
し

・
銅
あ
か
が
ねの

爪
で
苛
む
苦
し
み
を
語
っ
て
、
助
け
て
た
べ
と

歎
き
な
が
ら
、
姿
を
消
す
」

三
村
昌
義
氏
は
先
行
研
究
と
し
て
徳
江
元
正
氏
の
）
27
（

論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
片
袖
幽
霊
譚
」
の
文
献
資
料
を
列
挙
さ
）
28
（

れ
、
堤
邦
彦
氏
も
徳

江
氏
や
三
村
氏
の
研
究
以
降
の
片
袖
を
寺
宝
と
す
る
事
例
を
も
豊
富
に
取

り
上
げ
て
片
袖
幽
霊
譚
が
大
阪
の
一
寺
院
に
と
ど
ま
ら
ぬ
展
開
を
見
せ
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
）
29
（

る
。
実
は
『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
中
、
鏡
花
が

小
村
雪
岱
に
「
話
の
種
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
『
月つ
き
の
よ
い
ひ
な
も
の
が
た
り

宵
鄙
物
語
』
の

「
後
談
」
に
も
、
善
光
寺
の
門
前
で
旅
宿
し
た
旅
人
に
、
死
者
が
着
物
の
裾

を
引
き
切
っ
て
渡
し
、
墓
所
を
水
の
わ
ず
ら
い
な
い
所
へ
移
す
よ
う
伝
え

て
く
れ
と
頼
む
件
が
あ
）
30
（

る
。

鏡
花
は
日
本
文
化
の
中
に
脈
々
と
伝
わ
る
幽
・
冥
界
、
所
を
異
に
し
た

片
袖
に
纏
わ
る
交
流
の
神
秘
を
、
近
代
の
風
景
の
中
に
描
き
出
し
た
の
で

あ
っ
た
。



37

④
鏡
花
の
創
作
の
目
的
と
方
法

折
口
信
夫
は
慶
應
義
塾
大
学
の
講
義
の
中
で
、
鏡
花
の
文
学
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
）
31
（

る
。

鏡
花
は
「
自
分
の
文
体
で
自
分
の
題
材
を
追
求
し
て
ゆ
き
、
あ
る
論
理

の
完
成
に
達
し
て
い
く
の
で
、
用
意
周
到
の
形
に
見
え
る
」
が
「
書
き
出

し
は
、
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
、
読
ん
で
い
く
う
ち
に
わ
か
る
」
と
い
う

書
き
方
を
す
る
。
ま
た
、
鏡
花
は
「
自
分
の
特
殊
な
文
体
を
有
力
に
使
っ

て
行
こ
う
と
努
力
し
」、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
小
説
の
構
造
が
、
読
者
の
目
を

く
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
」。
つ
ま
り
「
い
く
ら
も
釣
り
糸
を
投
げ
出
し
て

お
い
て
、
ど
う
な
る
か
と
思
わ
せ
て
お
い
て
、
引
き
寄
せ
て
い
く
と
い
う

の
が
」
昔
の
作
者
の
「
当
た
り
前
」
の
や
り
方
で
、
予
め
「
全
体
が
何
を

書
く
か
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
る
。
鏡
花
に
は
、
殊
に
そ
の
意
識

が
あ
っ
て
、
ご
く
文
章
の
末
端
に
も
そ
れ
が
出
て
き
て
い
た
」
と
言
う
。

鏡
花
文
学
の
わ
か
り
に
く
さ
の
一
端
は
、
鏡
花
の
昔
気
質
の
韜
晦
的
戯

作
者
態
度
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

当
の
鏡
花
は
、
明
治
四
十
一
年
の
随
筆
に
自
ら
の
文
学
的
態
度
に
つ
い

て
、「
醜
」
を
「
醜
」
と
し
て
書
く
の
で
は
な
く
、「
醜
を
通
し
て
更
に
力

あ
る
何
者
か
に
觸
れ
た
い
」
と
も
「
現
實
を
通
し
て
更
に
最
う
一
層
大
き

な
力
に
到
り
た
い
」
と
も
述
べ
、
お
化
け
は
「
私
の
感
情
の
具
體
化
」
で

あ
っ
て
「
成
る
べ
く
な
ら
、
お
江
戸
の
眞
中
電
車
の
鈴
の
聞
え
る
所
へ
出

し
た
い
」
と
記
し
て
い
）
32
（

た
。
鏡
花
の
創
作
の
目
的
は
、
現
実
を
超
え
た
何

者
か
と
の
邂
逅
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
自
ら
が
生
き
て
い
る
今
こ
こ

に
、
人
知
れ
ず
し
か
し
確
か
に
潛
む
何
者
か
を
出
現
さ
せ
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に
―
口
承
文
芸
学
と
近
代
文
学
と

柳
田
國
男
と
折
口
信
夫
が
提
唱
し
た
日
本
民
俗
学
が
求
め
た
も
の
と
鏡

花
が
生
み
出
し
た
作
品
世
界
と
の
間
に
は
強
い
共
感
性
が
あ
っ
た
。
言
い

換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
鏡
花
作
品
を
近
代
文
学
研
究
の
枠
取
り
か
ら
開
放
し
、

口
承
文
芸
学
（
民
俗
学
・
伝
承
文
学
）
の
立
場
か
ら
捉
え
る
豊
か
な
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
近
現
代
の
文
学
研
究
者
の
眼
差
し
に
は
、
得
て
し
て
伝
承
の

典
遽
の
一
元
化
と
で
も
い
う
べ
き
弊
が
う
か
が
え
る
。
片
袖
伝
承
で
い
え

ば
、
宮
本
論
文
は
典
遽
を
「
大
阪
平
野
の
大
念
仏
寺
」
に
求
め
た
が
、
そ

の
射
程
は
も
っ
と
深
い
所
に
あ
ろ
う
。
能
「
善
知
鳥
」
に
登
場
す
る
諸
国

一
見
の
僧
は
、
陸
奥
（
青
森
県
）
外
ヶ
浜
を
最
終
目
的
地
と
す
る
の
だ
が
、

片
袖
を
受
け
取
る
舞
台
は
立
山
（
富
山
県
）
で
あ
っ
た
。
立
山
は
『
万
葉

集
』
以
来
歌
い
継
が
れ
た
霊
山
だ
が
、
地
獄
谷
に
対
す
る
信
仰
を
も
と
に

し
た
立
山
曼
荼
羅
や
立
山
禅
定
で
知
ら
れ
、
女
人
往
生
の
死
と
再
生
の
儀

礼
布
橋
大
灌
頂
で
名
高
）
33
（

い
。
俗
曲
「
立
山
」
を
鋳
掛
屋
に
歌
わ
せ
、
タ
イ

ト
ル
に
も
「
立
山
」
を
冠
し
た
鏡
花
は
、
能
「
善
知
鳥
」
に
通
底
す
る
幽
・

冥
界
を
異
に
し
て
霊
の
通
い
合
う
日
本
の
伝
統
的
な
信
仰
心
意
に
ま
で
思

い
を
馳
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

民
謡
や
童
謡
、
俗
曲
な
ど
口
承
文
芸
の
扱
い
方
に
も
注
意
し
た
い
。
須

田
千
里
氏
は
『
蛇
く
ひ
』
に
引
用
さ
れ
た
「
屋
敷
田
畝
」
の
唄
に
つ
い
て



38

「
笠
原
伸
夫
氏
が
、
鏡
花
最
初
期
の
短
編
『
蛇
く
ひ
』（
原
題
『
両
頭
蛇
』）

の
童
唄
の
典
拠
を
越
中
五
箇
山
付
近
の
神
楽
踊
唄
で
あ
る
と
突
き
止
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
城
端
町
と
の
地
理
的
近
接
性
を
考
え
て
み
る
と
き
、
興
味

深
く
思
わ
れ
）
34
（

る
」
と
賛
意
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
笠
原
論
文
を
読
む
と

「
屋
敷
田
畝
」
の
唄
に
つ
い
て
小
寺
菊
子
氏
「
屋
敷
田
）
35
（

甫
」
を
引
用
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
「
さ
ん
さ
い
節
」
と
確
認
し
た
上
で
、
元
歌
を
探
っ
て
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）
刊
『
北
国
奇
談
巡
杖
記
』（「
日
本
随
筆
大
成
」
二
期
）

に
遡
源
し
、「
こ
の
元
歌
は
越
中
五
箇
山
に
伝
わ
る
神
楽
踊
こ
き
り
こ
唄
」

ら
し
い
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
民
謡
の
底
流
に
は
「
焼
畑
農
民
た
ち
の
唄
」

が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
原
型
が
「
山
の
民
の
文
化
、
コ
キ
リ
コ
唄
と

断
定
し
て
な
ん
ら
差
し
支
え
は
な
か
ろ
）
36
（

う
」
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
論
述
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

管
見
に
よ
れ
ば
「
屋
敷
田
畝
」
の
唄
と
同
想
の
唄
は
、
は
じ
め
に
示
し

た
静
岡
県
寺
野
の
ひ
よ
ん
ど
り
の
唄
の
ほ
か
、
秋
田
県
羽
後
泉
北
郡
豊
川

村
字
東
長
野
の
さ
さ
ら
唄
、
愛
知
県
吉
村
の
念
仏
唄
、
福
井
県
西
谷
村
巣

原
の
平
家
踊
り
、
滋
賀
県
上
笠
の
雨
乞
踊
、
京
都
府
北
桑
田
郡
美
山
村
鶴

ケ
岡
の
奉
納
踊
、
兵
庫
県
養
父
郡
大
屋
町
若
杉
ざ
ん
ざ
か
踊
り
な
ど
広
く

歌
わ
れ
て
お
）
37
（

り
、
良
寛
遺
墨
の
手
毬
歌
も
残
さ
れ
て
い
）
38
（

る
。
口
頭
資
料
に

は
単
純
に
一
元
化
で
き
ぬ
も
の
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
「
焼
畑
農
民
」

と
か
「
山
の
民
の
文
化
」
と
か
い
う
印
付
け
は
控
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

最
後
に
、
近
代
文
学
に
お
け
る
創
作
と
材
料
の
問
題
に
つ
い
て
も
注
意

し
て
お
き
た
い
。
鏡
花
研
究
に
お
い
て
、
民
俗
学
者
柳
田
國
男
か
ら
の
影

響
を
指
摘
す
る
論
が
見
ら
れ
）
39
（

る
。
当
面
の
『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
に
つ
い

て
も
同
様
の
叙
述
が
見
ら
れ
）
40
（

る
。
そ
の
確
認
は
基
礎
的
作
業
と
し
て
必
要

で
あ
る
が
、
た
だ
鏡
花
の
文
学
創
造
に
柳
田
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
だ

け
で
は
生
産
性
は
低
い
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
は
民
間
を
経
巡
っ
た
語
り
の

徒
の
活
動
と
俗
談
・
巷
説
の
世
界
の
領
域
の
広
さ
に
思
い
を
致
し
、
何
が
、

語
り
継
が
れ
る
べ
き
伝
承
素
と
し
て
大
切
な
の
か
、
伝
承
の
深
層
に
分
け

入
っ
て
確
か
め
る
事
が
大
切
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
折
口
は
昭
和
三
年
の
慶
應
義
塾
大
学
講
義
の
記
録
『
日
本
文

學
史
ノ
ー
ト
』「
八　

部
曲
文
学
」
で
「
穴
生
が
一
つ
の
敍
事
詩
を
あ
ち
こ

ち
持
つ
て
歩
い
た
の
で
あ
る
。
田
舎
で
は
近
世
ま
で
、
鍛
冶
屋
が
三
味
線

を
ひ
い
て
歌
を
聞
か
せ
た
所
が
あ
る
。
泉
鏡
花
作
の
「
歌
立
山
心
中
一
節
」

に
は
、
そ
ん
な
話
が
出
て
来
る
。
是
に
は
何
か
訣
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
折
口
の
記
憶
違
い
か
、
鋳
掛
屋
が
鍛
冶
屋
だ
っ
た
り
題
名
も
間
違
っ

て
い
た
り
す
る
が
、
折
口
は
鏡
花
作
品
の
出
所
を
柳
田
と
は
見
て
い
な
い
。

近
江
比
叡
山
麓
を
根
拠
地
と
し
た
石
垣
作
り
の
技
術
者
集
団
「
穴
生
衆
」

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
前
代
の
職
人
達
の
、
広
く
語
り
歩
く
姿
を
想
像
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

鏡
花
作
品
を
い
か
に
豊
か
に
読
む
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
、
鏡
花
が
変

転
す
る
世
の
中
を
通
じ
て
、
理
想
と
し
て
の
美
を
い
か
に
生
み
出
そ
う
と

し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
柳
田
・
折
口
が
、
日
本
文
化
の
中
か
ら
新
し
い

民
俗
学
と
い
う
学
問
の
方
法
で
発
見
し
よ
う
と
し
た
問
題
と
重
な
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
言
え
よ
う
。
今
後
、
口
承
文
芸
学
の
側
か
ら
民
間
に
伝
わ
る

俗
談
・
巷
説
の
世
界
に
分
け
入
っ
て
、
文
学
の
根
柢
に
潜
む
伝
承
素
の
意

味
を
問
い
か
け
て
行
く
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。



39

注（
1
） 

神
奈
川
文
学
振
興
会
編
『
生
誕
一
四
〇
年
泉
鏡
花
展
―
も
の
が
た
り
の

水
脈
―
』（
平
成
二
十
五
年
）
六
〇
頁
、「
相
州
葉
山　

大
崩
の
海
岸
」

参
照
。

（
2
） 

拙
稿
「
子
産
石
か
ら
淡
嶋
様
へ
」（
井
上
弘
美
主
宰
『
汀
』
27
号
、
平

成
二
十
六
年
三
月
）

（
3
） 

拙
稿
「
春
昼
、
う
ら
ら
か
な
季
節
に
」（
同
前
『
汀
』
28
号
、
平
成

二
十
六
年
四
月
）

（
4
） 

例
え
ば
、
長
野
県
松
本
市
島
内
の
三
ノ
宮
沙
田
神
社
境
内
の
子
安
神
社

に
も
同
様
の
信
仰
が
あ
る
。

（
5
） 

粂
智
子
氏
「
江
の
島
の
地
名
と
伝
承
」
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
一
日
、

相
模
民
俗
学
会
発
表
資
料
引
用
『
江
の
島
の
民
俗
』
参
照
。

（
6
） 

拙
稿
「
寺
野
の
ひ
よ
ん
ど
り
」『
引
佐
町
史　

民
俗
芸
能
編
』（
平
成
七

年
、
引
佐
町
教
育
委
員
会
）

（
7
） 

明
治
三
十
一
年
発
表
。
岩
波
書
店
『
鏡
花
全
集
』
第
四
巻
に
収
録
。

（
8
） 『
文
藝
春
秋
』
第
五
巻
第
八
号
、
昭
和
二
年
八
月
、『
鏡
花
全
集
』
別
巻
。

引
用
文
中
の
「
本
明
寺
」
は
「
本
妙
寺
」
が
正
し
い
。
な
お
同
誌
巻
末

の
「
編
集
後
記
」
に
「
鏡
花
氏
は
座
談
会
の
原
稿
を
、
徹
夜
し
て
殆
ど

書
き
直
し
て
下
さ
つ
た
」
と
あ
る
。

（
9
） 

同
じ
座
談
中
の
次
の
言
説
な
ど
は
殊
に
注
意
し
た
い
。「
柳
田　

私
は

「
月
諷
荻
江
一
節
」
を
讀
ん
で
世
の
中
に
眼
が
開
い
た
や
う
な
氣
が
す

る
。
十
三
四
位
の
時
だ
つ
た
。
あ
け
ぼ
の
新
聞
か
何
か
の
讀
物
で
し
た
。

あ
れ
に
引
摺
ら
れ
て
大
人
に
な
つ
た
や
う
な
氣
が
し
ま
し
た
。
も
う
一

遍
讀
ん
で
見
た
い
と
思
ふ
。
其
後
餘
り
私
は
寄
席
に
は
行
か
な
か
つ
た

し
…
…
柳
田　

講
談
は
も
う
駄
目
で
せ
う
な
。」（
二
三
九
〜
二
四
〇

頁
）。
た
だ
し
、「
月
諷
荻
江
一
節
」
は
「
月
つ
き
に
う
た
ふ
を
ぎ
え
の
ひ
と
ふ
し

謡
荻
江
一
節
」（『
円

朝
全
集
』
第
四
巻
収
録
、
岩
波
書
店
）、「
あ
け
ぼ
の
新
聞
」
は
「
や
ま

と
新
聞
」（
明
治
二
十
年
三
月
十
二
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
ま
で
連
載
）

が
正
し
い
。「
久
保
田　

此
頃
の
講
釋
師
は
細
目
に
亘
っ
た
所
は
取
つ

て
し
ま
ふ
。
同
時
に
此
頃
は
二
番
目
狂
言
と
云
ふ
の
が
皆
さ
う
で
せ
う
。

無
駄
だ
々
々
々
と
云
つ
て
取
つ
て
し
ま
ふ
ん
で
す
ね
。
泉　

其
無
駄
だ

と
云
ふ
の
が
面
白
い
の
で
す
が
ね
。
久
保
田　

無
駄
の
価
値
を
ち
つ
と

も
知
ら
な
い
。
柳
田　

浮
世
風
呂
な
ん
か
全
部
無
駄
ぢ
や
な
い
か
。」

（
二
四
三
頁
）。
な
お
、
鏡
花
と
講
談
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
延
広
真

治
「
鏡
花
と
江
戸
芸
文
―
講
談
を
中
心
に
―
」（『
國
文
學　

解
釈
と

教
材
の
研
究
』
第
三
十
巻
第
七
号
、
学
燈
社
、
昭
和
六
十
年
六
月
号
）

参
照
。
ま
た
、
鏡
花
の
前
近
代
的
素
材
の
積
極
的
摂
取
に
高
い
評
価
を

し
た
論
文
に
、
須
田
千
里
「
鏡
花
文
学
に
お
け
る
前
近
代
的
素
材
（
上
）

（
下
）」（『
国
語
・
国
文
』
第
五
十
九
巻
第
四
号
、
五
号　

平
成
二
年
四

月
、
五
月
）
が
あ
る
。
今
後
、
新
聞
や
雑
誌
の
講
釈
や
落
語
の
速
記
、

貸
本
か
ら
の
影
響
な
ど
近
代
文
学
の
母
胎
が
如
何
に
醸
成
さ
れ
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
10
） 『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
五
巻
索
引
を
も
と
に
若
干
補
っ
た
。

（
11
） 『
新
編　

泉
鏡
花
全
集
別
巻
二
』（
平
成
十
八
年
、
岩
波
書
店
）

（
12
） 『
鏡
花
全
集
』
の
年
譜
に
「
昭
和
十
四
年
九
月
七
日
…
…
夫
人
ハ
急
ギ

里
見
邸
ニ
馳
セ
テ
急
ヲ
告
ゲ
、
里
見
家
ヨ
リ
電
話
ヲ
以
テ
知
友
数
氏
ニ

コ
レ
ヲ
伝
フ
。
報
ニ
ヨ
リ
笹
川
臨
風
博
士
、
柳
田
國
男
氏
悤
惶
ト
シ
テ

来
訪
、
…
…
（
死
後
）
…
…
柳
田
、
笹
川
両
氏
等
苟
モ
文
人
ガ
戒
名
ヲ
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俗
僧
ニ
一
任
ス
ル
ヲ
陋
ト
シ
門
下
知
人
等
宜
シ
ク
コ
レ
ヲ
爲
セ
ト
イ

フ
。」
と
あ
る
。

（
13
） 
岡
正
雄
「
柳
田
国
男
と
の
出
会
い
」（『
季
刊
柳
田
國
男
研
究
』
創
刊
号
、

昭
和
四
十
八
年
二
月
）

（
14
） 『
折
口
信
夫
全
集
』
37
「
総
索
引
」
及
び
『
ノ
ー
ト
編
』『
ノ
ー
ト
編
追

補
』、
折
口
信
夫
講
読
会
編
『
折
口
学
と
近
代
』
な
ど
に
よ
り
若
干
補
っ

た
。

（
15
） 

擬
音
語
「
し
た　

し
た　

し
た
」
な
ど
も
鏡
花
作
品
か
ら
の
影
響
が
言

わ
れ
る
（
村
松
定
孝
「『
死
者
の
書
』
と
泉
鏡
花
」『
折
口
学
と
近
代
』

Ⅳ
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
、
折
口
信
夫
講
読
会
）。

（
16
） 「
異
郷
意
識
の
進
展
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
第
九
巻
第
一
一
号
、
大
正
五
年

十
一
月
、
全
集
20
、
一
八
頁
）

（
17
） 

柳
田
國
男
「
這
個
鏡
花
觀
」
に
「
鏡
花
其
生
涯
の
風
流
を
捧
げ
て
、
歷

代
の
冊
子
文
學
に
回
向
し
た
こ
と
は
、
人
の
皆
説
く
所
で
あ
る
が
、
更

に
御
戸
帳
の
奥
に
隱
れ
て
、
爰
に
第
二
の
供
養
佛
あ
り
、
御
名
を
誹
諧

と
稱
へ
申
す
こ
と
は
往
々
に
し
て
忘
れ
ら
れ
て
居
る
」
と
あ
る
。
俳
諧

と
い
う
遊
び
で
は
く
だ
く
だ
し
い
説
明
は
嫌
わ
れ
る
。

（
18
） 「
伝
承
素
」
と
い
う
概
念
は
昔
話
や
伝
説
、
お
よ
び
神
話
を
論
じ
る
時

に
用
い
ら
れ
る
話
素
や
神
話
素
（
中
西
進
説
）
と
い
う
用
語
を
、
過
去

か
ら
未
来
へ
と
い
う
縱
の
時
間
軸
の
中
で
、
変
転
・
変
容
し
な
が
ら
も

対
象
に
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
伝
承
的
要
素
に
対
し
て
用
い
る
。
拙
稿

「
折
口
信
夫
の
方
法
と
実
践
―
『
万
葉
集
』
の
こ
と
ば
と
伝
承
素
」

（『
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
紀
要
』
第
十
二
輯
、
平
成
二
十
二
年
三

月
）
参
照
。

（
19
） 

以
下
、『
革
鞄
の
怪
』
の
引
用
は
昭
和
十
五
年
刊
岩
波
書
店
『
鏡
花
全

集
』
巻
十
五
に
、『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
は
同
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第

八
巻
に
よ
る
。

（
20
） 『
新
潮
合
評
会
』（
大
正
十
四
年
三
月
十
四
日
、
小
石
川
偕
楽
園
、『
鏡

花
全
集　

別
巻
』）。

（
21
） 

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
に
「
ふ
み
ば
さ
み
の
意
の
中

国
語
「
夾
板
」
の
日
本
読
み
「
き
ゃ
ば
ん
」
ま
た
は
、
櫃
の
意
の
中
国

語
「
夾
槾
」
の
日
本
読
み
「
き
ゃ
ば
ん
」「
き
ゃ
ま
ん
」
か
ら
出
た
語
。

「
鞄
」
は
元
来
、
な
め
し
皮
、
ま
た
、
そ
れ
を
作
る
職
人
の
意
。
明
治

期
に
「
か
ば
ん
」
を
あ
て
た
も
の
」
と
あ
り
、「
幕
末
・
明
治
初
期
の

対
訳
辞
書
等
に
お
け
る
訳
語
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
明
治
一
〇
年
頃
ま
で

の
小
説
等
に
は
「
胴
乱
」
と
い
う
語
が
こ
の
意
で
使
わ
れ
て
い
た
。「
か

ば
ん
」
は
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
急
速
に
定
着
し
て
い
く
」

と
あ
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
語
のkabas

と
の
説
も
あ
る
。
明
治
四
年
政

府
の
御
用
商
人
山
城
屋
和
助
が
フ
ラ
ン
ス
で
入
手
し
た
か
ば
ん
を
森
田

直
七
に
模
倣
さ
せ
た
の
が
日
本
に
お
け
る
製
鞄
業
の
最
初
と
さ
れ
（『
日

本
生
活
史
辞
典
』
平
成
二
十
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
第
一
回
内
国
勧

業
博
覧
会
開
催
の
翌
明
治
十
一
年
に
、
鞄
あ
る
い
は
革
包
を
「
か
ば
ん
」

と
称
す
る
こ
と
を
正
式
に
定
め
た
と
も
い
う
（
朝
倉
治
彦
等
編
『
事
物

起
源
辞
典　

衣
食
住
編
』
昭
和
四
十
五
年
、
東
京
堂
出
版
）。
な
お
胴

乱
は
石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
源
』（
大
正
十
五
年
、
春
陽
堂
）
に
よ

れ
ば
「
も
と
洋
式
陸
兵
の
火
藥
盒
に
し
て
、
維
新
後
に
至
り
、
民
間
の

用
具
と
な
り
し
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

（
22
） 

人
間
文
化
研
究
機
構
監
修
『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』（
平
成
二
十
一
年
）
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五
一
頁
な
ど
。

（
23
） 

尾
崎
富
義
氏
「『
袖
振
』
歌
考
」（『
上
代
文
学
』
第
二
十
九
号
、
昭
和

四
十
六
年
十
月
）、
野
本
寛
一
氏
「
峠
通
過
の
儀
礼
と
文
学
」（『
國
學

院
雜
誌
』
第
七
十
八
巻
第
三
号
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
）

（
24
） 

拙
稿
「
俗
談
・
巷
説
の
沃
野
に
浸
る
」（『
汀
』
72
号
、
平
成
二
十
九
年

十
二
月
）

（
25
） 

鈴
木
啓
子
氏
「
反
転
す
る
鏡
花
世
界
―
「
革
鞄
の
怪
」
試
論
」（『
論
集

　

大
正
期
の
泉
鏡
花
』
平
成
十
一
年
、
お
う
ふ
う
）
所
収
。
な
お
、
鈴

木
氏
は
「
泉
鏡
花
『
眉
か
く
し
の
霊
』
―
暗
在
す
る
物
語
―
」（『
国
文

学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
十
六
巻
第
四
号
、
平
成
三
年
四
月
号
、
至
文

堂
）
で
、
鏡
花
小
説
の
語
り
の
向
こ
う
側
に
「
暗
在
」
す
る
物
語
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
霊
界
か
ら
の
導
き
に
お
び
か
れ
て
、
こ
ち
ら
側
が

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
動
か
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
方
を
指
摘
し
て
い

て
、
口
頭
伝
承
に
お
け
る
作
者
（
語
り
手
）
の
創
作
（
語
り
）
の
あ
り

方
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。

（
26
） 

宮
本
和
歌
子
氏
「
泉
鏡
花
「
革
鞄
の
怪
」
と
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅

す
る
男
」」（『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
二
九
号
、
平
成
二
十
五
年
三

月
）

（
27
） 

徳
江
元
正
氏
「「
善
知
鳥
」
論
（
上
）・（
下
）」（『
國
學
院
雜
誌
』
第

七
十
四
巻
第
一
二
号
、
第
七
十
五
巻
第
四
号
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
、

昭
和
四
十
九
年
四
月
）

（
28
） 

三
村
昌
義
氏
「
片
袖
幽
霊
譚
の
変
容
―
謡
曲
「
善
知
鳥
」
か
ら
上
方
落

語
「
片
袖
」
ま
で
―
」（『
芸
能
の
科
学
18
芸
能
論
考
Ⅺ
』
平
成
二
年
三

月
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）

（
29
） 

堤
邦
彦
氏
「
片
袖
幽
霊
譚
の
展
開
―
唱
導
か
ら
文
芸
・
民
談
へ
―
」

（『
説
話
・
伝
承
学
』
7
、
平
成
十
一
年
四
月
。
の
ち
同
氏
『
江
戸
の
怪

異
譚
』、
平
成
十
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社
に
収
録
）

（
30
） 

博
文
館
・
帝
国
文
庫
『
校
訂
珍
本
全
集
』
巻
之
二
、六
四
四
頁
。

（
31
） 

折
口
信
夫
「
近
代
文
学
論
」（
昭
和
二
十
二
年
、
ノ
ー
ト
編
追
補
第
三
巻
）

（
32
） 

鏡
花
「
予
の
態
度
」（
明
治
四
十
一
年
七
月
、『
鏡
花
全
集
』
巻

二
十
八
）

（
33
） 

宮
家
準
氏
編
『
修
験
道
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
）。

（
34
） 

注
（
9
）
須
田
論
文
に
同
じ
。

（
35
） 『
新
小
説
』
臨
時
増
刊
、
大
正
十
四
年
四
月
。
小
寺
の
随
筆
は
、
鏡
花
の

原
風
景
と
し
て
の
民
譚
の
世
界
を
う
ま
く
伝
え
て
い
て
参
考
に
な
る
。

（
36
） 

笠
原
伸
夫
氏
「
乞
食
の
い
る
風
景
―
「
蛇
く
ひ
」―
」（『
論
集　

泉
鏡

花　

第
二
集
』
平
成
三
年
十
一
月
、
有
精
堂
出
版
）

（
37
） 『
本
田
安
次
著
作
集　

日
本
の
伝
統
芸
能
』（
錦
正
社
）
の
他
『
続
日
本

歌
謡
集
成
』
巻
四
近
世
編
（
下
）（
昭
和
三
十
八
年
、
東
京
堂
出
版
）

を
参
照
し
た
。

（
38
） 

小
野
恭
靖
氏
「
良
寛
の
歌
謡
と
和
歌
」（『
学
大
国
文
』
第
四
十
四
号
、

平
成
十
三
年
一
月
、
の
ち
同
氏
『
韻
文
文
学
と
芸
能
の
往
還
』、
和
泉

書
院
、
平
成
十
九
年
に
収
録
）。

（
39
） 

例
え
ば
安
部
亜
由
美
氏
「
泉
鏡
花
文
学
に
お
け
る
柳
田
民
俗
学
の
受
容
」

（『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
十
六
号
、
平
成
十
八
年
）
な
ど
。

（
40
）『
新
編　

泉
鏡
花
集
』
第
八
巻
「
解
説
」（
須
田
千
里
氏
執
筆
）（
岩
波
書

店　

平
成
十
六
年
）

 

（
い
と
う
・
た
か
お
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）


